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４－８．システム接続例 

４－８－１．指示計、ＤＣＳ、ＰＬＣ等との接続例 （非防爆として使用する場合） 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４－８－２．ツェナーバリア、指示計、ＤＣＳ、ＰＬＣ等との接続例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                     

                                                                           

 

 

 

 

 

４－８－３．ツェナーバリア、指示計との接続例                                                            
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５－５．動作説明（検知モード） 

５－５－１．表示動作 

本器の動作状態は、ＬＣＤで表示されます。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

準備 

電源投入 

イニシャルクリア（約25秒） 

検知モード 

ＬＣＤ表示 

検知モードでは、ＬＣＤ表示は 

サンプリングガス濃度を表示。 

 

- - - - 
    

通常表示（表示説明） 

検知したガス濃度 

検知対象ガス名 
機器の動作状態（点滅：正常） 

単位 

ガス警報表示 

あらかじめ設定した警報点を超えるガス濃度を 

検知した場合、ガス警報表示となり、左下に警報 

メッセージ（ＡＬ１またはＡＬ２）が表示されます。 
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故障表示 

検知器において何らかの故障が発生した場合

ＬＣＤ表示に故障内容が表示されます。 

 

（ＬＣＤ表示） （故障内容） 

Ｅ－９   システム異常 

Ｅ－１   センサ未接続／センサ断線 

 

＊ 注記 

故障表示の処置については「８．トラブルシューティング」を参照して下さい。 

     

 

 

E-9
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５－６．動作説明（メンテナンス） 

５－６－１.メンテナンスモード 

  

 各調整を行うにはメンテナンスモードに入り行います。 

検知モードで、ＭＯＤＥスイッチを３秒押すと、メンテナンスモードに入ります。 

メンテナンスモード状態で、ＭＯＤＥスイッチを３秒押すと、検知モードに戻ります。 

また、メンテナンスモードを１０時間放置すると、検知モードに戻ります。 

 

 ■４.０－２０.０ｍＡ：１７.４ｍＡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※メンテナンスモードは「日常点検」・「定期点検」からなり、通常は「日常点検(エア調整)」を使用します。 

 

 「日常点検」 

 

 

 

 

           ▲／▼スイッチで選ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＭＯＤＥスイッチを３秒押す 

メンテナンスモードに入る 

１－１：ゼロ調整 

１－３：定期点検モード切換 

警告 

ガス検知時にメンテナンスモードに入ると、外部出力信号（ガス濃度信号）は 

１７.４ｍＡ（正常状態）になります。 

     

 

1 - 1 

Ｓ Ｐ Ａ Ｎ 

     

 

1 - 3 

M   M O D E 

注意 

｢１－３．定期点検モード｣は指示無く操作をせず、弊社営業部にご依頼下さい。 
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５－６－２．エア調整 

 

エア調整を行う時に使用します。 

 
 
 
 
 
 

 

① ＭＯＤＥスイッチを３秒以上押し、メンテナンスモードに 

入ります。 

 

②「１－１．エア調整」メニューにてＳＥＴスイッチを押します。 

ゼロ調整用ガスを吸引させ、指示値が安定後、再度ＳＥＴ 

スイッチを押します。表示が点滅し、エア調整されます。 

 

 

 ③ ＳＥＴスイッチを押し、設定値を確定します。 

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

正常に終了した場合は、ＰＡＳＳ表示した後に、 

「１－１．エア調整」画面になります。 

 

 

④ 検知モードに戻る場合は、ＭＯＤＥスイッチを 

 ３秒以上押し検知モードに戻して下さい。 

    

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

＊ 注記 

・ゼロ点がゼロ付近より大きく変動している等により、ゼロ校正が失敗した場合は、ＰＡＳＳが表

示されず、ＦＡＩＬを表示した後、１－１に戻ります。この場合、ゼロ調整が出来ていません。 
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  20.9 
Ａ Ｉ Ｒ 

     

 

1 - 1 

 

Ａ Ｉ Ｒ 

注意 

メンテナンスモードにて放置した場合、自動的に１０時間後検知モードに戻ります。 

警告 

調整が終了したらＭＯＤＥスイッチを３秒以上押し検知モードに必ず戻して下さい。 

警告 

ＰＡＳＳ表示が消えるまでは電源を切らないで下さい。 
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６．保守点検 

 
 本器は防災・保安上重要な計器です。 
 本器の性能を維持し、防災・保安上の信頼性を向上するために、定期的な保守・点検を実施して下さい。 
点検を行わずに使用を続けると、ガスセンサの感度が変化し、正確な検知を行えません。 

 

６－１．点検の頻度と点検項目 

・日常点検 ： 作業前に点検を行って下さい。 
・１ヶ月点検 ： １ヶ月に１回、警報回路に関わる点検（警報テスト）を行って下さい。 
・定期点検 ： 保安機器としての性能を維持するため、６ヶ月に１回以上の頻度で行って下さい。 

 

点検項目 点検内容 
日常 
点検 

1ヶ月 
点検 

定期 
点検 

状態表示の確認 状態が通常測定状態であることを確認して下さい。 ○ ○ ○ 

ガス濃度表示 本器周辺に検知ガスが滞留していないことを確認して、指示が正常値を
示していることを確認します。 

○ ○ ○ 

警報テスト* 警報テスト機能を使用し、警報の回路検査を行います。 － ○ ○ 

ガス感度校正 試験用標準ガスを用いて感度校正をして下さい。 － － ○ 

ガス警報確認 試験用標準ガスを用いてガス警報の確認を行って下さい。 － － ○ 

＊ 指示警報部側での点検、調整となります。詳しくは、指示警報部の取扱説明書を参照して下さい。 

 

＜メンテナンスサービスについて＞ 
・ 弊社では、ガス感度校正などを含めた定期点検、調整、整備等に関するサービスを行っております。 

試験用標準ガスを作製するには、所定濃度のガスボンベや、ガス袋など専用器具が必要となります。 
弊社指定のサービス員は、作業を行う上での専用器具や、その他製品に関する専門知識などを備えたスタ
ッフで構成されております。機器の安全動作を維持するために、弊社メンテナンスサービスをご利用頂き
ますようお願いします。 

・ メンテナンスサービスの主な内容を以下に記します。詳細は、弊社営業所迄お問い合わせ下さい。 

主なサービスの内容 

電源の確認 ： 電源電圧の確認を行います。 

状態表示の確認 ： 状態が通常測定状態であることを確認して下さい。 

濃度表示の確認*  
ゼロガスを用いて濃度表示値がゼロであることを確認します。 

表示がズレている場合はゼロ調整を行います。 

警報テスト* ： 警報テスト機能を使用し、警報の回路検査を行います。 

  ・警報ランプ確認(動作を確認) 

  ・外部警報確認(ブザーなど外部警報動作を確認) 

ガス感度校正 ： 試験用標準ガスを用いて感度校正を行います。 

ガス警報確認* ： 試験用標準ガスを用いてガス警報の確認を行います。 

  ・警報確認(警報設定値に達した際に警報の発信を確認) 

  ・遅れ時間確認(警報を発信するまでの遅れ時間を確認) 

  ・外部警報確認(ブザーやリセット信号など外部警報動作を確認) 

機器の清掃・修繕 

(目視診断) 
： 

機器外観やカバー、内部などの汚れや傷を確認し、目立った箇所を清掃・修繕します。 

亀裂や破損がある場合は部品の交換を行います。 

機器の操作確認 ： キー操作をして各種機能の動作確認や、パラメータ等のチェックを行います。 

劣化部品の交換 ： センサやフィルタなど劣化部品の交換を行います。 

   

＊ 指示警報部側での点検、調整となります。
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６－２．部品の交換 

＜ガスセンサの交換＞ 

弊社サービス員による交換及び調整が必要になります。弊社営業所迄お問合せ下さい。 

 

 

 

・調整の結果、感度を最大にしても標準ガス濃度値に合わせることが出来ない等の場合は、ガスセンサの

寿命です。ガスセンサの交換が必要になります。 

・ガスセンサの交換後は電気調整及び標準ガスを使用したガス校正が必要になります。 

 

 

 

 

 

＊ 注記 
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８．トラブルシューティング 

 

 このトラブルシューティングは、機器の全ての不具合の原因を示したものではありません。よく起こりえ

る不具合の原因究明の手助けとなるものを簡単に示してあります。ここに記載のない症状や、対策を行って

も復旧しない場合は、弊社営業所迄ご連絡願います。 

 

（１）ＬＣＤが表示しない（電源が入らない） 

 ＜原因と対処＞ 

  ・端子に現れた電源電圧は適正値ですか？ 

   供給元の電圧に比べ、著しく低い場合は、接続された安全保持器、ケーブル及びケーブルの接続に 

問題があると考えられます。 

 

（２）異常な動作をする 

 ＜原因と対処＞ 

  ・突発的なサージノイズが原因と考えられます。復帰させる場合は、本器の電源をＯＦＦにし、 

再度電源をＯＮにして、機器の再立ち上げを行って下さい。 

  ・頻繁にこのような現象が起こる場合は、適当なノイズ対策を実施して下さい。 

 

（３）感度校正ができない 

 ＜原因と対処＞ 

  ・校正ガス濃度が適切ですか？ 

   適切な校正ガスを用意して下さい。 

  ・センサの感度が低下している可能性があります。 

   センサの交換が必要です。 

 

（４）故障表示している 

 ①システム異常｢Ｅ－００｣ 

 ＜原因と対処＞ 

    ・検知器内の部品に異常が発生した時。 

     弊社営業部若しくはサービス会社にご相談下さい。 

 

 ②センサ接続異常｢Ｅ－０１｣ 

 ＜原因と対処＞ 

    ・センサの未接続,コネクタの接触不良。 

   ・｢センサが付いているか｣､｢センサがコネクタにしっかり付いているか｣を確認し、復旧しないときは 

弊社営業部にご相談下さい。 
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９．製品仕様 

 

９－１．仕様一覧 

＜酸欠警報仕様＞ 

型式 GD-F88Ai 

検知原理 隔膜ガルバニ電池式 

検知対象ガス 酸素 

濃度表示 7セグメントLCD(4桁) 

検知範囲 0～25vol% 

検知方式 拡散式 

警報設定値 18vol%(1st<L>) 【標準設定値】 

18vol%(2nd<LL>)【標準設定値】 

指示精度(同一条件下) ±0.7vol%以内 

応答時間(同一条件下) 90%応答30秒以内 

警報遅れ時間(同一条件下) 酸欠警報(18vol%L警報)において10～11vol%のガスを検知させて5秒以内 

ガス警報タイプ 2 段警報（L-LL） 

ガス警報表示 警報メッセージ（AL1/AL2）表示 

ガス警報動作 自動復帰または自己保持 

故障警報・自己診断 システム異常/センサ異常 

故障警報表示 内容表示 

故障警報動作 自動復帰 

伝送方式 2線式アナログ伝送+デジタル伝送(HART通信) 

伝送仕様 DC4～20mA(負荷抵抗300Ω以下) 

通信方式 HART 7 

電源 DC24V±10% 

消費電力 約0.6W 

伝送ケーブル CVVS等のシールドケーブル(1.25mm2)・2芯 

伝送距離 CVVS1.25mm2にて1㎞以内(但し､検知部～ツェナーバリア間600m以内) 

安全保持器 
ツェナーバリア（MTL7728ac / MTL7728+ / MTL7728-）または 

絶縁バリア（MTL5541 / RN221N-J1 / KFD2-STC4-Ex1） 

使用温度範囲 -10～+40℃ (急変なきこと) 

使用湿度範囲 95%RH以下 (結露なきこと) 

構造 壁掛型 

防爆構造 本質安全防爆構造 安全保持器（バリア）使用時 

防爆等級 Ex ia ⅡC T4 Ga 

外形寸法 約100(W)×241(H)×48(D)mm(突起部は除く) 

質量 約1.0kg    

材質 ボンデ鋼板(SECC)またはステンレススチール(SUS304) 

塗装 メラミン焼付塗装 

外観色 マンセル2.5Y9/2 
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＜濃度監視仕様＞ 

型式 GD-F88Ai 

検知原理 隔膜ガルバニ電池式 

検知対象ガス 酸素 

濃度表示 7セグメントLCD(4桁) 

検知範囲 0～5vol%/0～10vol%/0～25vol% 

検知方式 拡散式 

警報設定値 検知範囲による 

警報精度(同一条件下) ±0.7vol%以内(25vol%以下の範囲) 

±3vol%以内(25vol%を超える範囲) 

応答時間(同一条件下) 90%応答30秒以内 

ガス警報タイプ 2 段警報（H-HH または L-H,L-LL） 

ガス警報表示 警報メッセージ（AL1/AL2）表示 

ガス警報動作 自動復帰または自己保持 

故障警報・自己診断 システム異常/センサ異常 

故障警報表示 内容表示 

故障警報動作 自動復帰 

伝送方式 2 線式アナログ伝送方式+デジタル伝送(HART通信) 

伝送仕様 DC4～20mA(負荷抵抗300Ω以下) 

通信方式 HART 7 

電源 DC24V±10% 

消費電力 約0.6W 

伝送ケーブル CVVS等のシールドケーブル(1.25mm2)・2芯 

伝送距離 CVVS1.25mm2にて1㎞以内(但し､検知部～ツェナーバリア間600m以内) 

安全保持器 ツェナーバリア（MTL7728ac / MTL7728+ / MTL7728-）または 

絶縁バリア（MTL5541 / RN221N-J1 / KFD2-STC4-Ex1） 

使用温度範囲 -10～+40℃ (急変なきこと) 

使用湿度範囲 95%RH以下 (結露なきこと) 

構造 壁掛型 

防爆構造 本質安全防爆構造 安全保持器（バリア）使用時 

防爆等級 Ex ia ⅡC T4 Ga 

外形寸法 約100(W)×241(H)×48(D)mm(突起部は除く) 

質量 約1.0kg    

材質 ボンデ鋼板(SECC)またはステンレススチール(SUS304) 

塗装 メラミン焼付塗装 

外観色 マンセル2.5Y9/2 

 




